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【削減状況の自己評価】

県内の
主　な
工場等

主な工場等
の排出量

（原単位基準
の削減目標を
選択している
場合に記入）

施設の平米数当たりの排出量

　近年、エネルギー使用量の削減、一般電気事業者の排出係数の低減や小売電気事業者（低係数）の
活用によって、総じて温室効果ガスが低減している。
　特に小売電気事業者の活用においては、排出係数の低減に加えて、R元年度は契約上、R2.1～3月の
活用にとどまったことに対し、R2年度は長期（R2.4～12月）に渡り低係数電力を利用できたため、大
幅にCO2排出量を削減できた。
　もっとも、今後、計画期間内に電気事業者の排出係数が再び高い数値となった場合でも、そのCO2
排出量増加を抑制できるよう、引き続き、エネルギー使用量の削減に努める必要がある。

前年度の温室効果ガスの排出の量及び排出削減計画に基づき実施した措置の状況

氏
　
名

住
　
所

玉野市

事業の
概　要

地方公務（職員数：415名）

特定事業者
の該当要件

削減目標の
達成状況

指標の状況

197,446 179,701 187,566

㎥ ㎥ ㎥

（該当事業者のみ記入）

ベンチマーク 対象事業の名称 ベンチマーク指標 関連数値(令和 2 年度) 達成率等

9.0 5.0 達成 未達

温室効果ガスの排出量と密接な関係をもつ値の内容 原単位当たり排出量

基準年度 2 ）年度 目標年度

計画期間： 令和 2 令和 6 5 箇年度）

2 ）年度削減実績 目標削減率 目標達成

④ 玉野市庁舎 333 ｔCO2

ｔCO2

ｔCO2

① 玉野市東清掃センター 7,309 ｔCO2

② 玉野浄化センター 972 ｔCO2

③ 玉野競輪場 539 ｔCO2

6 年度)

12,451 ｔCO2 11,332 ｔCO2 11,828 ｔCO2

番号 工場等の名称 （令和 2 ）年度排出量

温室効果ガス 基準年度（令和 元 年度) 令和 2 )年度排出量 目標年度( 令和

①燃料等原油換算1,500kℓ以上 ②ﾊﾞｽ・ﾄﾗｯｸ100台、ﾀｸｼｰ250台以上 ③CO2換算3,000t以上

（●工場等の数 50 所 ●車両台数（②該当の場合） 台）

④ 玉野市庁舎 玉野市宇野1-27-1

① 玉野市東清掃センター 玉野市槌ヶ原3072-5

② 玉野浄化センター 玉野市宇野3-42-1

③ 玉野競輪場 玉野市築港5-18-1

主たる業種
分類

コード 98 業種名：地方公務

番号 工場等の名称 所　　在　　地

（法人にあっては名称） （法人にあっては主たる事業所の所在地）
706-8510

玉野市宇野１－２７－１

本票作成 部署名：市民生活部環境保全課

CO2/( CO2/( CO2/(CO2/(



【目標削減率達成のために実施した措置及び今後の取組】

【森林保全等吸収源対策への取組】

【再生可能エネルギーの導入】

【その他特記事項】

全事業所

市内照明

浄化センター

市内照明

浄化センター

（令和２年度実施分）
使用済封筒の再利用や使用済用紙の裏紙利用等、紙資源使用の合理化
ごみの排出時における分別、資源化の徹底
ミスコピーの削減、不要な印刷の抑制

20Wの街路樹灯約330灯をLED灯に変更した。

管理棟の照明器具（300灯）をLEDに変更した。

（今後実施予定分）
20Wの街路樹灯約330灯をLED灯に変更する。

管理棟に全熱交換器を設置することで空調への負担を削減する。

冷暖房設備の使用電力低減のため、クールビズ運動に取り組んでいる。
節電やノーマイカーデーなどの取組を促した。
ハイブリッド自動車の導入促進に努めた。
市役所本庁舎や各関連施設において、夏期に緑のカーテンを作成した。

【推進体制】

工場等の名称 実施した措置及び今後の取組の内容

玉野市地球温暖化対策推進計画に基づき、エネルギー使用の削減に努める。

県内で
の取組

　 無

その他 　 無

県内で
の取組

　 無

その他 　 無


